
年度　授業計画（シラバス）

16 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

　
テキスト
P82～121

テキストP62～74を読み
わからない言葉は調べ
ておく

１．医療安全の意味と重要性
２．看護職の法的規定と医療安全

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国の医療安全対策の考え方、医療事故報告制度の意義につい
て説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．国の医療安全の取り組み
２．看護職能団体の取り組み
３．国および医療関係団体の示す医療事故の定義と分類
４．医療事故報告制度　　５，医療の質の評価

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故発生のメカニズムとリスクマネジメントの考え方について説
明できる

各コマに
おける

授業予定

１．事故発生のメカニズム
２．事故分析
３．事故対策

松岡　清子
徳田　薫

実務経験と
その関連資格

看護師　病院にて12年勤務

安全文化を担う看護職を目指す自己の課題とそのための研鑽について具体的に説明できることが、科目の最終目標です。
そのために医療　安全を学ぶ意義と責務について既習の学習の確認及び臨地実習を通して体得できるようにして下さい。

使用教材

　
テキスト　P14～
35

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
5
回

第
2
回

テキスト　P38～
60　　　P75～79

テキストP19～28を読み
わからない言葉は調べ
ておく
医療法、保健師助産師
看護師法について調べ
ておく

第
3
回

　
テキストP124～
137

医療安全はリスクマネジメントから患者安全へ移行、事故予防から発生時の対応、再発防止といった連続的な関わりとして取
り組まれる。その目的はケアの対象者及び提供者も含めた医療の質の確保・向上であり、その中軸となるものは医療従事者
の責務の自覚と実践である。　ここでは、医療安全対策の動向及び医療従事者としての専門職倫理・責務について概説、事
故分析と対応について演習を通して学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

前期　　３学年 教室名

担 当 教 員

2023

専門分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

参考文献は一通り目を通しておく
課題についての自己学習、グループ発表の準備をする

筆記試験（80％）、演習における討論参加状況　(20％）

第
4
回

内　　　容

医療安全の意味とその重要性、看護職の法的規定との関連に
ついて説明できる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布資料

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

安全文化の醸成に向けてチームで取り組む必要性が説明でき
る

科  目  名

　　看護学科

　　医療安全

科　目　区　分

1.講義資料
2.テキスト：ナーシンググラフィカ 看護の統合と実践② 医療安全（メディカ出版）
3.参考図書：事故事例に学ぶ看護師の注意義務（日総研）

各コマに
おける

授業予定

1.チーム医療の発展と課題
２．チームSＴＥＰＰＳ

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故分析の手法を説明できる

各コマに
おける

授業予定
1.whoからwhatへ　2.事故分析手法　　3.RCA



授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事故分析の一手法（RCA）を実施できる

各コマに
おける

授業予定
事故分析（RCA演習）

第
15
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

RCAの結果に基づき、　安全文化を担う看護職の責務が説明で
きる

各コマに
おける

授業予定

配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

テキストP194～
2011.事故の根本分析のグループ発表

2.安全文化を担う看護師の役割
３．在宅看護における医療事故の特徴とその対応

第
8
回

　
テキスト
P242～273

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

看護学生の実習中事故に関する法的責任と事故を予防するた
めの方法について説明できる

各コマに
おける

授業予定

１．実習における事故の法的責任と補償
２．実習中の事故予防および事故発生時の学生の対応
３．実習における安全についての指導者の役割

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標


